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The composition pattern and distribution of the premises Forest
in Osaki Kodo
Masahito	FUWA 1）, Kentaro	SETO 2）
Abstract
The	premises	 forest	has	been	evaluated	 from	various	perspectives	 such	as	dendrology,	















































































































































































































































中沢 2.3 52.00% 53.1 979.6 453.8
王城寺 1.3 12.80% 75.3 982.6 254.5
須磨屋 2.1 46.70% 42.7 721.7 270.1
平均 1.9 34.00% 57 894.6 326.1
図７　樹木群の視認性
記念樹，目印としての活用，正月飾り用，防寒着づくり用などが見られ，屋敷林の構成の
多様性を現わしている。
　大崎耕土においては，ここまで見てきたような様々な構成や役割をもつ屋敷林が，連続
して見られることや点在して見られることにより，豊かな農村景観を形成しているといえ
よう。
　ここでは，大崎耕土の16地区を調査対象とし，屋敷林の構成や分布の傾向の把握を試
みた。一方で，大崎耕土は広大であり調査ができていない地区は未だ数多く存在する。大
崎耕土全体の屋敷林の諸特徴を捉えるためには，他の地区も継続的に調査する必要があり，
次年度以降の課題である。
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